
九 病 虫 研 会 報33:110-112(1987)

Proc. Assoc. Pl. Prot. Kvushu 33: 110-112 (1987)

スク ミリンゴガイの発育 に及ぼす飼育温度 と密度の影響
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スク ミリンゴガイ(P・maceac analiculala)は沖縄 県内ば

か りでな く,九州 各県 において も,イ ネ,ミ ズ イモ,イ

グサ などの有害動 物 として,農 業上 重要な問題 となって

い る(宮 原 ら,1986)。 しか し,本 種の農 作物に対 す る

被害 が認識 され出 したのが近年で あることか ら,本 種の

発 育 条 件 に つ い て の 報 告 は 極 め て 少 な い。 兼 島 ら

(1986)は,本 種 の生殖器官の発達程度か ら,性 成熟に

達す るの信殻 高が30mm以 上で あることを報 告 した。 しか

し,本 種 の発育は生息場所や温度,生 息密度等に よって

変 化する ことが考 えられ る。

著 者 らは,本 種の防除 につ いての基礎資料 を得 るため,

発育 と生存にお よぼす飼育温 度と密度の影響 につ いて実

験 を行 った。

材 料 お よ び 方 法

実験に供 した卵塊 は,沖 縄 県北部の恩納村の水 田か ら

採 集 し,室 内でふ化 した直 後の稚貝 を用 いた。飼育密度

実験 は集 団飼育 と個体飼 育で 行っ た。集 団飼育 は容積

200mPの ポ リエチ レン製 の円筒型容 器(直 径12cm,高 さ

10cm)に100mPの 水 を入 れ,容 器当 たりの密 度 を20個 体

に した。 なお,供 試 貝は同 じ日にふ化 した もの を用いた。

個 体飼育 は容 積 が35mPの 円筒型容 器(直 径3cm,高 さ

5cm)に10m〓 の水を入れ,同 じ日に同一卵塊 か らふ化 し

た稚貝 を容器 当た り1個 体ずつ入れ飼育 した。餌 には浮

草の一種 を十分与 え,水 はほぼ7日 お きに入れ換 えた。

生存 および死 亡の判断 は,観 察に よる活動性の有無に よ

った。飼 育の途 中で死亡 した個体が生 じた場合に は,容

器 か ら除去 し,新 た に同程度の大 きさの貝に個体識別の

ための マー クをした後追加す ることにより密度 を常時一

定 に保 った。

飼育温 度は容器内 の水温 を原則 とした。予備実験の結

果,5℃ お よび40℃ では飼育 開始後7日 目には供試貝の

全 てが死亡す ることが確認 されたため,本 実験の設定温

度は,集 団飼育 が10℃ か ら35℃ まで5℃ お きに6段 階 と

した。個体飼育では10℃ か ら5℃ お きに35℃ までの5段

階 を設定 した。繰 り返 しは,集 団お よび個体飼育 ごとの

各設定温度 につ き5回 とした。

第1表 スク ミリンゴガイの生存率におよぼす飼育方法

および温度の影響

集 団飼育:100m〓 当た り20個体 を飼育

個 体飼育:10m〓 当たり1個 体 を飼育

生存率の調査はふ化後7,14,25,33日 目の4回 行な

った。重量の測定は,集 団飼育 が生存率 の調査 日に行な

い,個 体飼育で は9,17,21,29,39日 目の5回 行な っ

た。 ただ し,測 定時 にすでに死亡 している貝及び マーク

され ている貝 は除 外 し,生 存 してい る貝のみを容器 ごと

にまとめて測定 し,そ の重量か ら個体当た りの値 を求め,

繰 り返 しごとの平均体重 を算出 した。

結 果 お よ び 考 察

1.飼 育温度 と生存率

第1表 に,集 団飼育 と個体飼育 におけ る飼育温度別の

生 存率 を示 した。個 体飼育の場合 には調査期間中に死亡

した個体 は認め られ なかった。 しか し,集 団飼 育で は

130℃の飼 育温度条件でふ化後33日 目の生存率が85%と な

り,35℃ ではふ化後25日 目に73%,33日 目に26%と な り,1)現在沖縄県農業試験場園芸支場
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飼育温度が30℃ 以上にな るとふ化後の 日数が経過す るに

つれて生存率が低下する傾向 を示 した。 これは,温 度が

上 昇す るほど本種の発育代謝 が高 くな ることが予想 され

ることか ら,高 温によ る障害 ばか りでな く,共 喰や,排

泄物等 による水質の悪化が温 度が高 い区ほ ど進み本種の

生存 に悪影響 を与 えた もの と考 えられ る。

2.飼 育温度 と発育速度

温度別 に集団お よび個体で飼育 した稚貝の発育 経過 を

第1図 と第2図 に示 した。飼育 開始 時の平均の貝の重 さ

は,集 団 飼育 の場合5.27±0.15mg,個 体飼育 で7.80±

0,37mgで,い ずれの飼 育法で も30℃ までは飼育温度が高

くなるほ ど,貝 の体重 も増加 する傾 向があつた。 しか し,

35℃ になると貝の発育 は抑制 され,ふ 化後2～3週 間以

後になると20℃ で飼育 した個体 と同程 度かそれよ りもそ

第1図 スク ミリンゴガイの 発育 と飼育温度(集 団飼

育)

第2図 ス クミリンゴ ガイの発育 と飼育温度(個 体飼

育)

の発育 は劣 った。 また,10℃ で飼育 した場 合には,ふ 化

後33日 経過 して もほ とん ど発育 がみ られず,ふ 化直 後の

貝重 を1と した場合の33日 目の発育度(測 定 日の貝重/

ふ化直後の貝重)は1.23で あ った。

これ らの結果か ら,ス ク ミリンゴ ガイの稚貝の発育適

温 は,25～30℃ の間に あると考 えられ,張(1985)に よ

って報告 されている本種の発育 に最適な温 度24～28℃ と

ほぼ一致 した。

第3図 に,集 団飼育 した個体 と個体飼育 した個 体の発

育速度 を15℃,20℃,30℃ で比 較 した結果 を示 した。各

飼育温度 とも体重 は直線的な増加を示 し,そ れぞれに高

い相関が認め られ,餌 が十分 に与え られているに もかか

わ らず個体 で飼育 した方 が集団で飼 育 した場 合に比 べ発

育速度が高 まる傾向が認め られた。

これ らの ことか ら,ス ク ミリンゴ ガイの発育には,温

度ばか りで なく,密 度 も影響 を及ぼ していることが示唆

され,殻 の大 き さ等,外 観か らふ化か らの 日数などの発

育経過 を推定す ることは極めて困難 であるこ とが示 され

た。今後,本 種の生態 を明 らかに してい く上 で も飼育密

度 と成長 との関係 について詳 細な検 討が必要 である と考

えられ る。

3.発 育限界温度の推定

本種の稚 貝は,第3図 に示 したよ うにほぼ直線的 に体

重が増加す ることがわか ったので,1日 当た りの成長量

も一定で あると仮定 し,集 団飼育 を した個体 の体重 がふ

化直後 の2倍 及び4倍 にな る日(D)を 推定 して発育速

度(V=1/D)を 求め発育限 界温度の 推定 を試み たの が

第4図 で ある。

第3図 ス クミリンゴガイの発育 と飼育密度(発 育度

=測 定 日貝の体重/ふ 化 日貝の体重)
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第4図 スク ミリン ゴガイの発育 厘び発育速

度 と温 度 との関係

○… …○ 貝の体重が ふ化時の2倍

になる までの 日数

△… …△ 貝の体重 かふ化時の4倍

にな るまでの 日数

●― ● 貝の体重 かふ化時の2倍

にな るまでの発育速度

▲― ▲ 貝の体重 がふ化時の4倍

にな るまでの発育 速度

貝 の 体 重 がふ 化 直 後の 倍 に な る まで の 日数 は,15℃ で

27日 目,20℃ で12日 目,25℃ で8日 目,30℃ で6日 目,

35℃ の 場 合 に はll日 目と推 定 され た。 そ こで高 温 障 害 の

認 め られ た35℃ を除 き,15,20。25,30℃ の4段 階 に よ

っ て 回 帰 を求 め た 。 そ の 結 果,発 育 速 度(V)と 飼 育 温

度(T)の 回 帰 式 はV=―0.909+0.0086Tと な り,発 育

限 界 温 度 は10.6℃ と推 定 され た。 一 方,15℃ お よび35℃

で飼 育 した 場 合 を除 き貝 の 体 重 が4倍 に な っ た 日 を基 準

に し た 回 帰 式 は,V=―0.0434+0.0043Tと な った 。 発

育 限 界 温 度 は10.1℃ と な り,貝 の 体 重 が2倍 と な る 日 を

基準 に推定 した10.6℃ とほぼ近 似 した値 が得 られた。 こ

れ らの結果 と,前 述 した10℃ では貝の発育がほ とんどみ

られ なかったことと考 え合わせる と,ス クミリンゴガイ

の発育限界温度 は10℃ 前 後 と考 えられ る。

摘 要

スク ミリンゴ ガイ(Pomacen canaliculata)の 稚貝 を10℃,

15℃,20℃,25℃,30℃,35℃ の温度条件で集団及び個

体飼育 を行 ない以下の結果 を得 た。

1. 個体飼育 した場 合には,35℃ で39日 間飼育 しても死

亡貝は認め られ なかったが,集 団で飼育 すると33日 目の

生存率 は,26%に 低下 した。 これは,温 度による影響ば

か りで な く,共 喰 や本種 の代謝 に よる水質の悪 化も影響

してい ると考 えられた。

2. 15℃～30℃ の温 度範囲におけ る発育 速度は飼育温度

が高 くな るにつれ高 くな る傾向 を示 したが,35℃ になる

と逆に発育速度は低 くな った。 その結果,発 育適温は25

～30℃ と考 えられ た。

3. 稚貝の発育速度 と温度 との関係 は直線的で あること

が確認 され たので,ふ 化直 後の貝 の体重 の2倍 および4

倍 になると推定 され る 日を基準 として,発 育限 界温度 を

推定 したところ,2倍 を基準 とす ると10.6℃,4倍 にす

ると10,1℃ とな り,10℃ で飼育 した貝には発育 がほ とん

ど認 め られなかった ことと考 え合わせ ると,本 種の発育

限界温 度は10℃ 前後 と考 えられた。
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